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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本粉体工業技術協会（APPIE）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日

本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日

本産業規格である。これによって，JIS Z 8910:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 Z 8910：2025 
 (ISO 22031：2021) 

集じん用ろ布の試験方法－ 
ろ布耐久性測定用のサンプリング方法及び試験方法 

Sampling and test method for cleanable filter media taken from  
filters of systems in operation 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 1 版として発行された ISO 22031 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，稼働中のバグフィルタ集じん装置の，不織布製ろ布の劣化・損傷状況を評価するために，

バグフィルタ集じん装置からろ布をサンプリングする方法及び試験方法について規定する。 

この規格は，バグフィルタ集じん装置から，使用中のろ布をサンプリングする方法，採取したろ布から

測定用の試験片を作製するために，ろ布上に残留する粉じんを除去する方法，及び作製した試験片に対す

る測定パラメータについて規定している。装置からサンプリングするろ布（フィルタエレメント）本数，

その装置内での位置，測定用試料のろ布内での切出し位置及び大きさ，並びに測定項目及び方法について

規定している。 

また，この規格は，試験を実施する作業者及び測定者の健康保護のため，サンプリングしたろ材の保管

方法及び輸送方法についても規定している。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 22031:2021，Sampling and test method for cleanable filter media taken from filters of systems in 

operation（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 

JIS L 1096 織物及び編物の生地試験方法 


